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作成時期の都合上、今回は第 1 回目研究会についてお知らせしております。 

次回 Vol. 3 以降から、研究会の回とニュースレターの号数が合致します。ご了承ください。 

 

研究会の趣旨について 

本研究会は、学⾧裁量事業として採択され、2 年間の助成を受けています。「集合住宅に

おける高齢化に伴う新しい暮らし方について」がテーマで、背景には「集合住宅居住者の高

齢化」「集合住宅の老朽化」の“2つの老い”があります。 これを踏まえ、①地域に住む高

齢者に対する効果的な認知症予防とは何か、②認知症と診断された高齢者に対する家族ケ

アラーや地域社会との関わり方はどうあるべきか、という 2 つのリサーチクエスチョンを

掲げており、研究会にご出席の方々に学際的にご参加いただくことで、イノベーティブ（革

新的）でクリエイティブ（独創的）なソリューションを見つけることを目標としています。 

*+*+*+*+*+*+*+*+*+*+*+*+*+*+*+*+*+*+*+*+*+*+*+*+*+*+*+*+*+*+*+ 
「エイジング・イン・プレイス：アメリカのモデルについて」 

陳 礼美先生 （横浜市立大学 都市社会文化研究科） 

2020年 11月 26日 Zoomにて、第1回目の研究会が開催されました。初回は陳先生に、

アメリカにおける、先生のご研究や高齢者に関する取り組みをご紹介いただきました。 

自然発生した退職者コミュニティである“NORC” (Naturally Occurring Retirement 

Communities)での支援型サービスプログラムや、ボストンから世界へ広がっていった高齢

者の相互扶助組織である「ビレッジモデル」等、住み慣れた同じ場所で歳を重ねる「エイジ

ング・イン・プレイス」がアメリカでいかに大切にされているかが窺えるお話でした。この

ような、高齢者に優しい(Age-friendly)環境づくりはアメリカでは 30 年前から流行してお

り、先生によると、Connection（繋がり）、Compensation（ニーズを満たす）、Challenge

（高齢者にとって刺激になる活動）、Contribution（社会に貢献する、生きがい）、Continuity

（継続性）の“5つの C”で考えられる、とのことでした。 

 皆様からは、「地域の高齢者によるコミュニティがあり、彼ら自身がセルフケアを促進し

ていることを知って勉強になりました」や、「認知症の方に対するアプローチは具体的にど

のようなことができるのか、とてもチャレンジングなことがあると思うため、楽しみにして

います」などのご意見がありました！ 

*+*+*+*+*+*+*+*+*+*+*+*+*+*+*+*+*+*+*+*+*+*+*+*+*+*+*+*+*+*+*+ 
次号ニュースレターのお知らせ 

2021 年 3月 4日木曜日に行われた第3 回研究会、久留米大学 人間健康学部学部⾧の濵

﨑 裕子先生の「認知症の人のための環境デザインとコミュニティケア」ついてお知らせし

ます！お楽しみに！ 
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